
平成 27年２月４日 

 

企業会計基準委員会  御中 

 

宝 印 刷 株 式 会 社 

総合ディスクロージャー研究所 

 

企業会計基準公開草案第 57 号（企業会計基準第１号の改正案） 

「自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準（案）」等に対する意見 

 

  平成26年12月24日に公表されました公開草案につきまして、当研究所において検討致し、以下のとおり意

見を提出いたしますので、今後の審議においてご検討いただきたく、お願い申し上げます。 

 

敬具 

 

記 

 

  本改正案は平成26年３月26日に改正された財務諸表等規則において、連結財務諸表を作成している会社の個別財務諸

表での注記の開示免除に対応したものと思います。 

 

  開示が免除される注記の中で独立した項目を立てて記載していたものとして、（株主資本等変動計算書関係）（１株

当たり情報）があり、これを元となる注記とすれば、本改正案における「取締役会等の決議後消却手続を完了していな

い自己株式に関する注記」「無償取得した自己株式に関する注記の取扱い」「従業員等に信託を通じて自社の株式を交

付する取引に関する１株当たり情報に関する注記及び自己株式に関する注記」は元となる注記を補足する役割の注記と

言えます。 

  元となる注記が開示されない場合には、補足する役割の注記は不要とする本改正案に賛成いたします。 

 

（意見） 

  「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」の会計方針の変更に関する注記 

  （会計基準等の改正に伴う会計方針の変更）10.(5)及び（その他の会計方針の変更）11.(3)で要求される『１株当た

り情報に対する影響額』についても、元となる注記（１株当たり情報）に対する補足する役割の注記と考えられますの

で、本改正案に追加することを検討していただきたい。 

 

以上 
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